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令和６年小野町議会１１月第１回会議 
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日程第 ２ 議会運営委員長報告 
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日程第 ４ 議案第６２号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 

             〔上程、説明、質疑〕 

日程第 ５ 議案第６３号 令和６年度小野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

             〔上程、説明、質疑〕 

日程第 ６ 議案第６４号 公の施設の指定管理者の指定について 

             〔上程、説明、質疑〕 

日程第 ７ 議案第６５号 財産の取得について（追認） 
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日程第 ８ 議案第６６号 財産の取得について（追認） 

日程第 ９ 議案第６７号 財産の取得について（追認） 

日程第１０ 議案の委員会付託 

日程第１１ 委員長の審査結果報告（各部常任委員会委員長） 

日程第１２ 委員長の報告に対する質疑 

日程第１３ 議案第６２号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 

             〔討論、採決〕 

日程第１４ 議案第６３号 令和６年度小野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

             〔討論、採決〕 

日程第１５ 議案第６４号 公の施設の指定管理者の指定について 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（田村弘文君） ただいまから令和６年小野町議会11月第１回会議を開きます。 

  ただいま出席している議員は10名で、定足数に達しており、会議は成立いたしました。 

  なお、６番、先﨑勝馬議員より、所用により欠席する旨の届出がなされております。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（田村弘文君） 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（田村弘文君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員に、会議規則第125条の規定により、議長において、 

     ７番 竹 川 里 志 議員 

     ８番 宗 像 芳 男 議員 

  を指名します。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議会運営委員長報告 

○議長（田村弘文君） 日程第２、令和６年小野町議会11月第１回会議の日程等について、議会運営委員長の報

告を求めます。 

  議会運営委員長。 

  ７番、竹川里志議会運営委員長。 

〔議会運営委員会委員長 竹川里志君登壇〕 

○議会運営委員会委員長（竹川里志君） 本日午前９時より開催した議会運営委員会の結果について報告いたし

ます。 

  令和６年小野町議会11月第１回会議の会議日程については、本日１日限りとすることに決定いたしました。 

  また、議案の採決方法について、議案第62号から議案第67号については簡易採決により行うことといたしま

した。 

  以上をもって報告といたします。 
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○議長（田村弘文君） ただいまの議会運営委員長の報告に対し、質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（田村弘文君） 質疑なしと認めます。 

  したがって、議会運営委員長報告のとおり、11月第１回会議の日程は本日１日限りといたします。 

  次に、議案の採決方法について、議案第62号から議案第67号までの６議案について、全て簡易採決により行

うことといたします。 

  令和６年小野町議会11月第１回会議の日程については、お手元に配付のとおりであります。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（田村弘文君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  地方自治法第121条第１項の規定に基づき出席を求めましたのは、町長、教育委員会教育長であり、その委

任を受けました者の名簿はお手元に配付のとおりであります。 

  これで諸般の報告を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６２号の上程 

○議長（田村弘文君） 議案の上程を行います。 

  日程第４、議案第62号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたし

ます。 

  事務局長に朗読させます。 

  事務局長。 

  郡司事務局長。 

〔議会事務局長朗読〕 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６２号の説明 

○議長（田村弘文君） 町長の提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

  村上町長。 

〔町長 村上昭正君登壇〕 

○町長（村上昭正君） 令和６年小野町議会11月第１回会議が開催されるに当たり、議員の皆様には時節柄、何
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かとご多用の中ご参集をいただき、ご審議賜りますことに厚く御礼を申し上げます。 

  本会議にご提案申し上げます案件は、条例改正案件１件、補正予算案件１件、指定管理者指定案件１件、財

産取得（追認）案件３件の計６議案、報告案件１件となっております。 

  それでは、本会議に提案いたしました議案の提案理由をご説明申し上げます。 

  議案第62号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例についてでありますが、本案につき

ましては、これまでに発生しました国庫補助金や町税、保険料に係る一連の不適正事務処理により、町民に対

する町行政の信頼を大きく失墜させたことに対して、管理監督者としての責任を取るため、私と副町長の給料

の一部を減額するものであります。 

  改正の内容といたしまして、12月分給料を、私が100分の10、副町長においては100分の５減額するものであ

ります。 

  なお、12月１日を基準日とする期末手当についても、同率を減額するものであります。 

  以上、条例改正案件１件につきましてご説明申し上げましたが、細部につきましてはそれぞれ副町長以下、

担当課長に説明をいたさせますので、慎重ご審議の上、ご議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案の

説明といたします。よろしくお願いいたします。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６２号の質疑 

○議長（田村弘文君） 議案に対する質疑を行います。 

  議案第62号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（田村弘文君） 質疑なしと認めます。 

  したがって、議案第62号については質疑を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６３号の上程 

○議長（田村弘文君） 日程第５、議案第63号 令和６年度小野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

についてを議題といたします。 

  事務局長に朗読させます。 

  事務局長。 

  郡司事務局長。 

〔議会事務局長朗読〕 
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────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６３号の説明 

○議長（田村弘文君） 町長の提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

  村上町長。 

〔町長 村上昭正君登壇〕 

○町長（村上昭正君） 次に、補正予算案件１件につきましてご説明を申し上げます。 

  議案第63号 令和６年度小野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）についてでありますが、既定の

歳入歳出予算の総額に42万4,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を１億2,591万1,000円とする補正予算であ

ります。 

  補正予算の内容でありますが、歳入につきましては、諸収入において過年度保険料還付金を増額し、歳出に

つきましては、諸支出金において過年度保険料還付金を歳入と同額、増額するものであります。 

  以上、補正予算案件１件につきましてご説明申し上げましたが、細部につきましては、それぞれ副町長以下、

担当課長に説明いたさせますので、慎重ご審議の上、ご議決を賜りますようお願い申し上げて、提案の説明と

いたします。よろしくお願いいたします。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６３号の質疑 

○議長（田村弘文君） 議案に対する質疑を行います。 

  議案第63号 令和６年度小野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（田村弘文君） 質疑なしと認めます。 

  したがって、議案第63号について質疑を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６４号の上程 

○議長（田村弘文君） 日程第６、議案第64号 公の施設の指定管理者の指定についてを議題といたします。 

  事務局長に朗読させます。 

  事務局長。 

  郡司事務局長。 

〔議会事務局長朗読〕 
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────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６４号の説明 

○議長（田村弘文君） 町長の提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

  村上町長。 

〔町長 村上昭正君登壇〕 

○町長（村上昭正君） 次に、指定管理者指定１案件につきましてご説明を申し上げます。 

  議案第64号 公の施設の指定管理者の指定についてでありますが、本案につきましては、指定管理者制度を

活用し、小野町公民館雁股田分館を活動拠点として、公民館事業を通して地域住民の学びや交流を促進させ、

人口減少及び少子高齢化時代に即した「人づくり」「地域づくり」に取り組んでいくものであります。 

  指定管理者選定委員会において、募集要項に基づき、候補者に選定された一般社団法人ライトスタッフを指

定したいため、地方自治法第244条の２第６項の規定により、議会の議決を求めるものであります。 

  なお、指定期間は令和６年12月１日から令和９年３月31日とするものであります。 

  以上、指定管理者指定案件１件につきましてご説明申し上げましたが、細部につきましては、それぞれ副町

長以下、担当課長に説明をいたさせますので、慎重ご審議の上、ご議決を賜りますようお願い申し上げまして、

提案の説明といたします。よろしくお願いいたします。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６４号の質疑 

○議長（田村弘文君） 議案に対する質疑を行います。 

  議案第64号 公の施設の指定管理者の指定について質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（田村弘文君） 質疑なしと認めます。 

  したがって、議案第64号について質疑を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６５号～議案第６７号の上程 

○議長（田村弘文君） 日程第７、議案第65号 財産の取得について（追認）から日程第９、議案第67号 財産

の取得について（追認）までの３議案を一括して議題といたします。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○議長（田村弘文君） ご異議なしと認めます。 

  では、３議案を一括して議題といたします。 

  事務局長に朗読させます。 

  事務局長。 

  郡司事務局長。 

〔議会事務局長朗読〕 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６５号～議案第６７号の説明 

○議長（田村弘文君） 町長の提案理由の説明を求めます。 

  町長。 

  村上町長。 

〔町長 村上昭正君登壇〕 

○町長（村上昭正君） 次に、財産取得（追認）３案件につきましてご説明を申し上げます。 

  議案第65号 財産の取得について（追認）でありますが、本案につきましては、地方自治法及び議会の議決

に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例の規定に基づき、700万円以上の財産を取得するために

は、本来、契約前に議会での議決が必要でありますが、議決を得ず契約を締結した案件があったことから、追

認の議決を求めるものであります。 

  契約の内容につきましては、小学校教師用教科書及び指導書の購入で、契約金額が813万1,864円、有限会社

小泉書店と、平成27年４月10日付で契約を締結していたものであります。 

  次に、議案第66号 財産の取得について（追認）でありますが、本案につきましては、議案第65号と同様の

理由により、追認の議決を求めるものであります。 

  契約の内容につきましては、小学校教師用教科書及び指導書の購入で、契約金額が828万3,911円、有限会社

小泉書店と、令和２年４月１日付で契約を締結していたものであります。 

  次に、議案第67号 財産の取得について（追認）でありますが、本案につきましては、議案第65号と同様の

理由により、追認の議決を求めるものであります。 

  契約の内容につきましては、小学校教師用教科書及び指導書の購入で、契約金額が995万4,788円、有限会社

小泉書店と、令和６年４月１日付で契約を締結していたものであります。 

  以上、財産取得（追認）案件３件につきましてご説明申し上げましたが、慎重ご審議の上、ご議決を賜りま

すようお願い申し上げて、提案の説明といたします。よろしくお願いいたします。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６５号～議案第６７号の質疑 
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○議長（田村弘文君） 議案に対する質疑を行います。 

  議案第65号 財産の取得について（追認）から、議案第67号 財産の取得について（追認）までの３議案に

ついて、一括して質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（田村弘文君） 質疑なしと認めます。 

  したがって、議案第65号から議案第67号までの３議案について質疑を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６５号～議案第６７号の討論 

○議長（田村弘文君） 議案に対する討論を行います。 

  議案第65号から議案第67号までの３議案を一括して討論に付します。 

  討論ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（田村弘文君） 討論なしと認めます。 

  したがって、議案第65号から議案第67号までの討論を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６５号～議案第６７号の採決 

○議長（田村弘文君） 議案の採決を行います。 

  議案第65号 財産の取得について（追認）から議案第67号 財産の取得について（追認）までの３議案につ

いてお諮りいたします。本案は、それぞれ原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（田村弘文君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、議案第65号から議案第67号までの３議案については、それぞれ原案のとおり可決されました。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案の委員会付託 

○議長（田村弘文君） 日程第10、議案の委員会付託を行います。 

  お手元に配付の付託事件表をご覧願います。 

  本案のとおり、常任委員会に付託したいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 
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○議長（田村弘文君） ご異議ありませんので、付託事件表のとおり常任委員会に付託することに決定いたしま

した。 

  暫時休議といたします。 

  直ちに常任委員会を開催していただき、ただいま付託した議案の審議をお願いいたします。 

 

休憩 午前１０時１９分 

 

再開 午前１１時４５分 

 

○議長（田村弘文君） 再開いたします。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎委員長の審査結果報告 

○議長（田村弘文君） 日程第11、各部常任委員会より付託事件の審査結果の報告を求めます。 

  初めに、予算決算常任委員会の報告を求めます。 

  予算決算常任委員会副委員長。 

  １番、橋本善雄副委員長。 

〔予算決算常任委員会副委員長 橋本善雄君登壇〕 

○予算決算常任委員会副委員長（橋本善雄君） 予算決算常任委員会における付託事件の審査の結果並びに経過

についてご報告を申し上げます。 

  令和６年小野町議会11月第１回会議において予算決算常任委員会に付託された事件は、各部常任委員会付託

事件表のとおりであり、審査の結果と経過につきましては、お手元に配付の委員長報告のとおりであります。 

  以上申し上げまして、予算決算常任委員会の報告としたします。 

○議長（田村弘文君） 次に、総務文教常任委員会の報告を求めます。 

  総務文教常任委員会委員長。 

  ５番、緑川久子委員長。 

〔総務文教常任委員会委員長 緑川久子君登壇〕 

○総務文教常任委員会委員長（緑川久子君） 令和６年小野町議会11月第１回会議において総務文教常任委員会

に付託された事件は、各部常任委員会付託事件表のとおりであり、その審査の結果と経過について報告いたし

ます。 

  議案第62号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について、総務課長に出席を求め、

議案の内容について詳細な説明を受け、審査した結果、全委員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

  本案は、これまでに発生した国庫補助金や町税、保険料に係る一連の不適正事務処理により、町民に対する
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町行政の信頼を大きく失墜させたことに対し、管理監督者としての責任を取るため、町長及び副町長の給料の

一部を減額するものであります。 

  改正内容として、12月分給料について、町長の給料を100分の10、副町長の給料の100分の５減額し、12月１

日を基準日とする期末手当についても同率を減額するために、所要の改正を行うものであります。 

  委員からは、不適切な事務処理が二度と起こらないよう、再発防止を求める意見が出されました。 

  次に、議案第64号 公の施設の指定管理者の指定について、教育課長に出席を求め、議案の内容について詳

細な説明を受け、審査した結果、全委員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  本案は、小野町公民館雁股田分館を活動拠点とした公民館事業を通し、地域住民の交流促進と人口減少及び

少子高齢化時代に即した「人づくり」「地域づくり」に取り組んでいくため、指定管理者として一般社団法人

ライトスタッフを指定するものであり、地方自治法第244条の２第６項の規定により、議会の議決を求めるも

のであります。 

  なお、指定期間は、協定を締結した日から令和９年３月31日までの間であります。 

  委員からは、地域住民への説明会の周知範囲をどの程度までにするのか、指定管理料の算出方法、事業実施

に当たっての人員と財源の確保等について質疑がありました。 

  以上が、令和６年小野町議会11月第１回会議において、総務文教常任委員会に付託された事件の審査結果及

び経過であります。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎委員長の報告に対する質疑 

○議長（田村弘文君） 日程第12、各部常任委員会委員長の報告に対する質疑を行います。 

  質疑ありませんか。 

  竹川里志議員。 

○７番（竹川里志君） 今、議案第64号 公の施設の指定管理者の指定について、委員長からの報告がありまし

たが、以前11月８日に、私たちが全員協議会において説明を受けた内容と、指定管理者だけで運営するのか、

その内容と、今回説明受けた内容が、違う内容で運営されるということもあったようなので。 

  それと、スケジュールが、まだ地元の住民に説明がないというような話もお聞きしました。その内容で、十

分審議されたのか、委員長にお聞きしたいと思います。 

○議長（田村弘文君） 緑川総務文教委員長。 

○総務文教常任委員会委員長（緑川久子君） この件に関しましては、町としても協議・検討の段階であるとい

うことでお答えをいただいたわけなんです。ですが、詳細に関しては、今後、更に町のほうとして検討を進め

ているというお答えをいただきました。 

  以上です。 

○議長（田村弘文君） 今、２項目について質問ありました。まず、スケジュールのほうは今答えた内容ですね。

あと、以前の説明と若干相違している部分があるというのが、竹川議員の質問ですよね。 
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○総務文教常任委員会委員長（緑川久子君） そういった詳細に関しましては、担当課のほうから説明……すみ

ません、そういった詳細に関しましては、私よりも担当課の方からご説明していただいたほうがいいと思うん

ですけれども、いかがですか。 

○議長（田村弘文君） 一応、この場所では、委員長報告というようなことでありますので、委員長のほうから

所管のほうにお願いするんだったら、それはまた別として、委員長の口から、普通は協議内容等の中で議論さ

れたことを答弁するのが、本来の委員長報告に対する質疑になりますので、そこは委員長のほうで。 

  総務文教委員長。 

○総務文教常任委員会委員長（緑川久子君） 内容に関しましては、やはりいろいろ前言ったのと相違点がある

ということは、総務文教委員のほうからも指摘されております。 

  詳細なことに関しましては、総合して管理者と協議・確認する事業計画を基に算出することになるというこ

とで、お答えをもらっておりますけれども、それでは駄目でしょうか。 

○議長（田村弘文君） 竹川議員、スケジュールのほうは先ほど答弁あったとおりでありますので、最初の質問、

もう一回挙手して。 

  竹川議員。 

○７番（竹川里志君） 全協のとき、11月８日のときに説明を受けたときには、指定管理者が独自に運営すると

いうことで我々は説明を受けました。そして、今回は、地域おこし協力隊が入って、その内容を、どのような

説明で運営していくのかというのは説明がなかったはずなんですけれども、今回は地域おこし協力隊も入って、

一緒になって運営するということで、今度、説明があったそうなんですが、その辺の審議は十分されてやった

のか、予算的な面も含めて審議されたのかどうか、委員長にお聞きします。 

○議長（田村弘文君） 緑川久子総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員会委員長（緑川久子君） 地域おこし協力隊に関しましては、結局まだ想定という段階、そ

して、こちらのことに関しましても、まだ目安という段階で出されております。 

  結局、やはりこの点に関しましても、総務文教常任委員会のほうでは指摘しており、今後、指定管理者、あ

と町、また協力隊の在り方に関しても、あとは地元住民の方たちとも、今後やはり協議して検討していく上で、

こういった具体的な事業計画を出していくというお答えをいただいておりますので、今回のこれだけのことに

関しては、まだ、そういった煮詰めた詳細な審議というのはなされていません。 

  これは今後、町の事業計画に伴った案件が出てきたときに改めて、きちっと審議する内容であると思われま

すので、以上、私のほうからお答えとして、今後煮詰める審議に関しては、まだ協議・検討の段階ということ

なので、今後それが出た上で、きちんと審議していくということです。 

  以上です。 

○議長（田村弘文君） 竹川里志議員。 

○７番（竹川里志君） これから継続して審議していく場合であれば、賛成するということは、ここで認めたら、

ここで認めるということになるので、審議していくのであれば、これを継続審査としないと、おかしい状態に

なると思うんですけれども、その辺は委員長、どうですか、お聞きします。 

○議長（田村弘文君） 緑川久子総務文教常任委員長。 
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○総務文教常任委員会委員長（緑川久子君） この件に関しましては、結局、詳細な内容に関しては今後という

ことで、それで、原則的にこれをつくるということに関しては認めているという形の審議ということで、概要

的に認めていると。詳細に関しては今後煮詰めるという形で、委員会としては、結局この点に関して、採決し

たわけです。 

○議長（田村弘文君） 委員会の中では、先ほどの委員長報告のとおり決定したということでいいんですね。 

○総務文教常任委員会委員長（緑川久子君） そうです。 

○議長（田村弘文君） 竹川里志議員、何かありましたら。 

○７番（竹川里志君） 本来であれば、委員会で継続審査しなくちゃならないということであれば、そこで隠す

べきじゃないと思うのでありますが、委員会で可決したということで上げてありますので、それで出すしかな

いんでしょうから、それで分かりました。 

○議長（田村弘文君） そのほか、委員長報告に対する質問ございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（田村弘文君） では、質疑なしと認めます。 

  これで、各部常任委員会委員長の報告に対する質疑を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６２号の討論 

○議長（田村弘文君） 日程第13、議案第62号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例につ

いてを議題といたします。 

  議案に対する討論を行います。 

  議案第62号を討論に付します。 

  討論ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（田村弘文君） 討論なしと認めます。 

  したがって、議案第62号の討論を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６２号の採決 

○議長（田村弘文君） 議案の採決を行います。 

  議案第62号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例についてお諮りいたします。本案は

原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（田村弘文君） ご異議なしと認めます。 
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  したがって、議案第62号については原案のとおり可決されました。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６３号の討論 

○議長（田村弘文君） 日程第14、議案第63号 令和６年度小野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

についてを議題といたします。 

  議案に対する討論を行います。 

  議案第63号を討論に付します。 

  討論ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（田村弘文君） 討論なしと認めます。 

  したがって、議案第63号の討論を終わります。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６３号の採決 

○議長（田村弘文君） 議案の採決を行います。 

  議案第63号 令和６年度小野町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）についてお諮りいたします。本

案は原案のとおり決定することにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（田村弘文君） ご異議なしと認めます。 

  したがって、議案第63号については原案のとおり可決されました。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６４号の討論 

○議長（田村弘文君） 日程第15、議案第64号 公の施設の指定管理者の指定についてを議題といたします。 

  議案に対する討論を行います。 

  議案第64号を討論に付します。 

  討論ありませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○議長（田村弘文君） 討論なしと認めます。 

  したがって、議案第64号の討論を終わります。 
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────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６４号の採決 

○議長（田村弘文君） 議案の採決を行います。 

  議案第64号については、先ほどの議会運営委員長の報告にありました簡易採決というようなことで、本来な

らばするわけでありますが、今回は異論が出ておりますので、ここは起立採決に切り替えて採決を行いたいと

思います。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（田村弘文君） では、議案第64号 公の施設の指定管理者の指定についてお諮りいたします。本案は原

案のとおり決定することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔起立多数〕 

○議長（田村弘文君） 起立多数。 

  よって、本案は原案のとおり決定することと決定いたしました。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 

 

◎報告第５号の報告 

○議長（田村弘文君） 日程第16、報告第５号 令和６年度小野町一般会計補正予算（第３号）の専決処分の報

告については、朗読を省略し、町長の報告を求めます。 

  町長。 

  村上町長。 

〔町長 村上昭正君登壇〕 

○町長（村上昭正君） 報告第５号 令和６年度小野町一般会計補正予算（第３号）の専決処分の報告について

でありますが、令和６年10月９日の衆議院解散に伴い、令和６年10月27日に執行された衆議院議員総選挙に係

る選挙費について、地方自治法第180条第１項の規定により、令和６年度小野町一般会計補正予算（第３号）

を専決処分したことから、同条第２項の規定により、これを報告するものであります。 

  補正予算の内容でありますが、既定の歳入歳出予算の総額に895万7,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を

64億8,886万4,000円とする補正予算であります。 

  歳入につきましては、県支出金において衆議院議員総選挙県委託金を計上し、歳出につきましては、総務費

において投票管理者・立会人報酬、ポスター掲示板、のぼり旗等購入費、入場券発送料、ポスター掲示板設

置・管理・撤去業務委託料等を計上したものであります。 

  以上で説明を終わらせていただきます。 

 

────────────────────────────────────────────────────────────── 
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◎散会の宣告 

○議長（田村弘文君） 以上をもって、本日の会議日程は全て終了いたしました。 

  本日の会議はこれをもって散会といたします。 

 

散会 午後 零時０７分 

 

 


